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 要 旨   
 ウイスキーの香りはストレス状況下でリフレッシュ、鎮静作用があることが知られてい

る。本研究では、ウイスキーの香りの麻酔ラットの自律神経活動への嗅覚刺激の影響を調

べた。ウレタン麻酔下（1g/kg）、ウイスキーによる嗅覚刺激は深さ 6cm、底面の直径 5cm
のビーカーの底に敷いた濾紙上に体温程度に温めた被検液 0.5ml を滴下してビーカーを鼻

に近づけ、10 分間刺激を与えた。ウイスキーの嗅覚刺激には、ウイスキー香標準液(ウイス

キー500mlのペンタン抽出物をクエン酸トリエチル500mlに溶解したもの)とウイスキー原

液を用いた。迷走神経胃枝あるいは交感神経副腎枝を分離、露出後、実体顕微鏡下で神経

枝を切断し、中枢側から神経フィラメントを分離して遠心性神経活動を記録した。この結

果、ウイスキー香標準液は迷走神経胃枝遠心性活動を 90 分以上、促進し、この効果は用量

依存性であった。ウイスキー原液も同様に迷走神経胃枝遠心性活動を用量依存的に促進し

た。また、ウイスキー香標準液で交感神経副腎枝遠心性活動は 90 分以上、有意に抑制され

た。ウイスキー原液も同様に交感神経副腎枝遠心性活動を用量依存的に抑制した。これら

のことはウイスキーの香りが迷走神経を通じて胃の動きや胃液の分泌を活性化させ、交感

神経活動を抑制しエネルギー消費を減少させていると推察される。ウイスキーの香りは自

律神経活動を変化させ、心身をリラックスさせ体力を増強させるものと思われるが、有効

成分などについてはまだ明らかではないため、詳細については更なる研究の進展が期待さ

れる。 
 
 
 

 




